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特集１

つ い に 復 原 ! ?

重 要 文 化 財「 旧 鈴 木 家 住 宅 」へ

W e l c o m e  t o

a  t r a d i t i o n a l  h o u s e  i n  A s u k e

旧鈴木家住宅とは？
江戸時代から明治にかけて
足助の繁栄をけん引した大商家

建物の保存修理
腐朽は激しいものの、
運良く残された地域の財産

今に残る、
足助の町並み

　伝統的な町家が近接して建ち並ぶ足助
の町並みは、江戸時代から昭和の初期に
かけて形成されました。足助では全国に
先駆けて町並み保存運動が始まり、地域

の人々の絶え間な
い努力により今日
まで町並みが残さ
れています。

表紙の写真
　写真は、主屋正面の格子戸を開け放したところに、足助小学校６年生の児童たちが腰をかけていると
ころ。足助小学校ではこれまで、学校から目と鼻の先にある旧鈴木家住宅や足助の町並みを学習の場と
して、地域の歴史や環境、防災などを学ぶ取組を行ってきました。

●問合せ　文化財課足助分室
(☎62・0609、FAX62・0606、✉bunkazai-asukebunshitsu@city.toyota.aichi.jp)

紙屋鈴木家

◀昭和初期の
　町並み

　香嵐渓のすぐ近くを流れる足
助川。その涼やかな川沿いに、
江戸時代からの古き良き町並み
が残っています。旧鈴木家住宅
は、その「足助の町並み」のほぼ
中央に位置します。「旧」は「か
つて」という意味。ここはかつ
て鈴木家一族の住宅でした。
　ほど近くにある足助八幡宮が
室町時代に建造されていること
から、この一帯には古くから集
落が存在していたとされていま
す。特に江戸時代からは、海と
山をつなぐ「塩の道」の宿場町と
して大いに繁栄しました。様々
な商家が現れるなか、足助随一
の大商家として台頭してきたの
が「紙屋鈴木家」。屋号を紙屋と
しつつも、紙を扱うだけでなく
醸造業や金融業、土地経営、三
河湾沿岸での新田開発など、幅
広い事業で財を成しました。残
されたこの土地だけでなく、市
内外においても多くの土地を所
有していたようです。

　市に旧鈴木家住宅が寄附され
た当時、建物は長らく空き家だ
ったため、腐朽が激しく、すぐ
にでも修理が必要な状態でした。
しかしそれは逆に、改変されず
に手付かずの状態であったこと
で、建物本来の価値が損なわれ
ることなく残されたということ
でもありました。平成25年に重
要文化財に指定され、本格的な
保存修理が始まったのです。

足助村絵図（江戸時代中期と推定される）

　豊田市には、国の重要文化財に指定されている建物が２つあります。１つは足助八幡
宮の本殿。そしてもう１つが、同じ足助町にある旧鈴木家住宅です。
　市は、平成22年に旧鈴木家住宅の建物を譲り受け、平成26年から約９年間、経年劣化
した建物を保存するための修理工事（以降、保存修理）を行ってきました。そのため、ま
だその存在を知らないという人は少なくないかもしれません。
　今年８月、先行して保存修理を終えた旧鈴木家住宅の一部（顔とも言える主屋）がつい
に公開されます。この特集では、旧鈴木家住宅の魅力についてご紹介します。
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　旧街道「塩の道」を歩き、町並みの中央付近に来ると、
周りの町家とはまた少し趣が異なる、平屋のような建物
が見えてきます。軒が低く、黒色の土壁や細やかな格子
戸が設えられた正面の外観は、いかにも格式が高そう。
とはいえ、間口（横幅）は他の住宅とそれほどは変わらな
い。そう思いながら、旧鈴木家住宅の玄関をくぐると、
複数の部屋が連なる室内空間の広さや、梁・柱など建材
１つ１つの大きさ、敷地奥に通じる通路、そこから見え

るいくつもの建物の存在から、この屋敷が想像以上に巨
大であることが分かります。旧鈴木家住宅の敷地が、奥
に進むにつれて扇形に開く形状となっているため、入口
のある旧街道側からはその規模感がつかみづらいのです。
約4,000平方メー

トルもの広い敷地に、主屋を含め16もの建物が
残っています。この建物数は、国の重要文化財に指定さ
れている360の町家（近世以前の町家）の中でも、兵庫県にあ
る堀家住宅（23棟）に次いで２番目の多さなのです。

建物の多さは、国の重要文化財（近世以前の町家）でも全国第２位を誇る

とにかく大きい、その 規模感
1

point

ここがスゴイ ３つのポイント

①

②

③

④

⑤
⑥

⑦

⑧ ⑨
⑩

⑪

⑫⑬⑭

⑮

⑯

⑧新蔵の前から①主屋を望む

⑨飾物蔵（かざりものぐら）
⑩大蔵（おおくら）
⑪大工小屋（だいくごや）
⑫米蔵（こめぐら）
⑬門屋（もんや）
⑭味噌蔵（みそぐら）
⑮離れ
⑯旦過寮（たんがりょう）

①主屋（おもや）
②本座敷（ほんざしき）
③新座敷（しんざしき）
④上蔵（かみぐら）
⑤仏間座敷（ぶつまざしき）
⑥井戸屋形・釜屋
　（いどやかた・かまや）
⑦米置場（こめおきば）
⑧新蔵（しんぐら）

16の建物

主屋

江戸後期／1776
桁行15.2メートル、梁間11メートル、
切妻造、桟瓦葺、
一部二階

まぐち

旧街道側

ほりけ
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江戸時代の大火と、焼け残った最古の町家

200年以上の経年による風合いと、伝統的で細やかな手仕事が凝縮された建物

古材再利用へのこだわり 再現へのこだわり

明かされる足助の 史実

　旧鈴木家住宅は、当時の巨大な資本により調達した良質
な材料で、腕利きの職人たちが造り上げたもの。そして江
戸時代から現代までの経年変化によって、他には代え難い
貴重なものになりました。もちろん、全ての部材が建築当
初から残っているわけではなく、腐朽のため保存修理の中
で新材に取り換えた部分もあります。しかし、新材に取り
換えるにしても、様々な専門家の調査によって当初の材質

や設計などを明らかにし、今日の職人たちが伝統工法により
忠実に復原作業を行っています。柱や梁、土壁など細かい部
分に目を凝らすと、あらゆる本物の美しさを発見できます。

　日本古来の建物は、地域に根ざした自然素材を上手に使って
造られました。旧鈴木家住宅の保存修理では、残された部材一
つ一つを大切にし、極力残すことを徹底しています。例えば、
壁の修理では一度解体した土壁の土も再利用します。集めた土
に藁や砂、水を加えて練り発酵させることで、粘り気のある良
質な左官材になるのです。他にも、屋根瓦は一枚一枚使えるも
のかどうかを見極めたり、柱や梁などの木材は大工の伝統的技
術により、使えない部分だけを新材で補てんしたりしています。

　文化財建造物の保存修理では、建築当初の状態に復原するこ
とが原則です。あらゆる痕跡から当初の状態を明らかにし、忠
実に再現します。例えば、色味のある塗り壁「大津壁」。黄大津、
紅大津など大津壁に使われる色土は、産地や採取した地層の年
代によって色味に違いがあります。旧鈴木家住宅の保存修理で
は、現存する土壁の層を丁寧にはがし詳細に分析したうえで、
現在入手可能な全国各地の色土をコンマ数ミリグラムの単位で
調合し、何枚も色見本を試作しながら壁の色を再現しています。

１　２　３
４　５　６
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▲上：残された民具（香道具箱（左）、お歯黒道具（右上）、膳碗（右下））

　ここまで旧鈴木家住宅の魅力をお伝えしてきました。しかし、現地でこそ感じられる魅力もまた、数多くあります。
足助随一の大商家は、当時どんな空間でどんな暮らしをしていたのか。是非、足助の歴史を体感しに旧鈴木家住宅へ。

（主屋以外の保存修理は今後も続きます。別途実施予定の「保存修理現場の見学」にも是非ご来場ください。）

旧鈴木家住宅　主屋
建物の見学のほか、映像やパネルによる常設展示をご覧い
ただけます。また、香道体験や足助の花を使ったインスタ
レーション展示などの企画も今後予定しています。

●開館時間　金・土・日曜日、祝日の午前10時～午後４時
●住所　〒444・2424　足助町本町20番地
　※駐車場なし。車の場合は近隣の有料駐車場を利用
●電話　62・3511

主屋のオープンを記念し、鈴木家ゆかりの貴重な収蔵品を展示します。
特別展「時計の針は再び動き出す」　８月４日（金）～13日（日）の開館日

▲
上
：
仏
間
座
敷
の
壁
面
に
付
い
て
い
た
大
量
の
す
す

◀
左
：
仏
間
座
敷
の
垂
木
に
見
ら
れ
た
焦
げ
跡

１新旧並ぶ、いぶし瓦　２細やかな格子戸　　　３伝統工法で復原した畳
４大津壁とその下地　　５経年で風格が漂う襖　６土蔵外壁のなまこ壁

　先述のとおり、文化財建造物の保存修理は、まず建物の各部
材の形状、腐朽の状態などを詳細に調査し、記録していくこと
から始まります。木造建築は、木材に修理や改変の痕跡が残る
ため、それを手掛かりに建物の移り変わりが分かることがあり
ます。部分的または全面的な解体を行いながら、建物に残るほ
ぞ穴や釘跡などの痕跡、木材に書かれた墨書なども調査します。
　旧鈴木家住宅の保存修理の過程で、とある足助の歴史が初め
て明らかになりました。足助の町並みは、1775年（安永４年）に
その町家のほとんどを焼き尽くす大火事（「安永の大火」と呼ば
れる）に見舞われた歴史があります。主屋の南に位置する仏間
座敷の解体調査により、外壁に黒くすすけた跡と、屋根の部材
「垂木」の先端に黒く焦げた跡が見つかりました。さらに、天井
の部材「棹縁」に1757年（宝暦7年）の墨書が見つかったことから、
この仏間座敷は、大火事で焼け残った足助で最古の町家という
ことが分かったのです。
　鈴木家には、建物の他にも、約4,000点に及ぶ生活道具や調度
品、約２万点に及ぶ古文書などが残され、これまでの調査から、
当時の暮らしや商いなどの様子が分かってきています。

大量のすす

８/４(金)
主屋

OPEN

細部にみる “本物”の美しさ

わら

市ホームページ

3
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▲上：残された民具（香道具箱（左）、お歯黒道具（右上）、膳碗（右下））

　ここまで旧鈴木家住宅の魅力をお伝えしてきました。しかし、現地でこそ感じられる魅力もまた、数多くあります。
足助随一の大商家は、当時どんな空間でどんな暮らしをしていたのか。是非、足助の歴史を体感しに旧鈴木家住宅へ。

（主屋以外の保存修理は今後も続きます。別途実施予定の「保存修理現場の見学」にも是非ご来場ください。）

旧鈴木家住宅　主屋
建物の見学のほか、映像やパネルによる常設展示をご覧い
ただけます。また、香道体験や足助の花を使ったインスタ
レーション展示などの企画も今後予定しています。

●開館時間　金・土・日曜日、祝日の午前10時～午後４時
●住所　〒444・2424　足助町本町20番地
　※駐車場なし。車の場合は近隣の有料駐車場を利用
●電話　62・3511

主屋のオープンを記念し、鈴木家ゆかりの貴重な収蔵品を展示します。
特別展「時計の針は再び動き出す」　８月４日（金）～13日（日）の開館日
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１新旧並ぶ、いぶし瓦　２細やかな格子戸　　　３伝統工法で復原した畳
４大津壁とその下地　　５経年で風格が漂う襖　６土蔵外壁のなまこ壁

　先述のとおり、文化財建造物の保存修理は、まず建物の各部
材の形状、腐朽の状態などを詳細に調査し、記録していくこと
から始まります。木造建築は、木材に修理や改変の痕跡が残る
ため、それを手掛かりに建物の移り変わりが分かることがあり
ます。部分的または全面的な解体を行いながら、建物に残るほ
ぞ穴や釘跡などの痕跡、木材に書かれた墨書なども調査します。
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て明らかになりました。足助の町並みは、1775年（安永４年）に
その町家のほとんどを焼き尽くす大火事（「安永の大火」と呼ば
れる）に見舞われた歴史があります。主屋の南に位置する仏間
座敷の解体調査により、外壁に黒くすすけた跡と、屋根の部材
「垂木」の先端に黒く焦げた跡が見つかりました。さらに、天井
の部材「棹縁」に1757年（宝暦7年）の墨書が見つかったことから、
この仏間座敷は、大火事で焼け残った足助で最古の町家という
ことが分かったのです。
　鈴木家には、建物の他にも、約4,000点に及ぶ生活道具や調度
品、約２万点に及ぶ古文書などが残され、これまでの調査から、
当時の暮らしや商いなどの様子が分かってきています。
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　豊田市は「地域共生社会」の推進に取り組んでいます。本市は「地域共生社会」を、一人ひとりが「安心な
暮らし」ができ、「生きがい（自分らしさ）」を感じられ、人や活動の「つながり合い」が生まれ、「幸せを感じ
られる」社会であると考えています。

●問合せ　福祉総合相談課（☎34・6791、FAX33・2940、✉fukushi-sodan@city.toyota.aichi.jp）

特集２

ともにつくる　幸せを感じられる社会ともにつくる　幸せを感じられる社会
～「地域共生社会推進全国サミット」開催～

「地域共生社会推進全国サミット in とよた」
■日時　10月12日（木）午後１時～６時、13日（金）午前９時～午後５時 主なプログラム

基調講演
「あらためて「地域共生社会」とは」 12日午後１時45分～２時45分

コンサートホールパネルディスカッション
「多様な主体がつながるミライへ」 12日午後３時～４時30分

本市の事例発表
「自分らしく地域で暮らすことができるまちを目指して」 12日午後４時40分～５時50分

分科会Ａ
「住民発！これが私の地域のつなぎ方」 13日午前９時30分～11時30分 能楽堂

日時 ところ

※プログラムは他にもあります

地域共生社会を
楽しく学ぼう！

　「住み慣れた地域で、ともに暮らす」ことは誰にと
っても「我が事」です。「我が事」として「地域共生社
会」について理解を深める機会として、10月に本市
で全国サミットを開催します。講演会など様々なプ
ログラムを実施しま
すので、是非お越し
ください。

※皆さんの地域で「地域共生社会」を感じ取ることが
　できる写真を募集します
例：人がいきいきとした地域活動の場面や、様々な
　　人がつながり合って笑顔になった場面の写真

サミットの詳細や参加申込み、
写真応募はこちら▶

　地域で困っている人がいたとき「困ったときにはお互い様」の気持ちで自分ができる範囲でお手伝いをする。
皆さんの周りでは、そんな協力関係はできているでしょうか。

　昭和40年頃から、本市は「ふれあい豊かな地域社会づくり」を進めてきました。それにより各地域で、仕事な
どの関係で本市に住むようになった人と、昔から本市に住んでいる人とが互いに助け合って暮らす中で、住民
同士の「つながり合い」が生まれました。

アニメ制作などを手掛け
る「パッソアニメーショ
ンスタジオ豊田」。ここ
は就労継続支援Ｂ型事業
所で、障がいのある人の
就労をサポートする場所。
左のイラストは、障がい
のあるスタッフが制作し
た、地域共生社会のＰＲ
動画の一場面。主人公が
地域に住む様々な人との
つながりにより成長する
物語。

会長

八鍬　幸雄さん
やくわ　　ゆきお

　私は、退職後、自分ができる範囲で人に喜ばれることがしたいと「お助け隊」で活動を始

　　　　　　　　「お助け隊」に自宅の庭の大きな植木３本を伐採してもらいました。私が年を重ねたこ
とで、木の高いところをせん定するには危険が伴い、木の管理が難しくなったからです。地域の皆さん
が丁寧に対応してくれたので、これからもこの地域で安心して暮らしていけると感じています。

めました。活動を続けるうちに、困っている地域の人に気付き、
声をかけられるようになりました。また、網戸張り替えのお手
伝いの際は、作業方法を事前に学びたくてホームセンターでの
講習に参加しました。人に喜ばれるだけでなく、自分ができる
ことが増えていくことに、とても生きがいを感じています。

利用者の声

網戸の張り替え作業

平成25年に発足し、竜神地区の清水団地で活動。メンバーは19人※。地域住民から依頼を受け、
植木のせん定や電球交換など、あらゆる困りごとに対する「お助け」をしています。

清水団地
お助け隊
清水団地
お助け隊

　「お助け隊」を始めたきっかけは、困りごとを抱える住民の「助けてほしい」という声を聞いた
ことでした。あらゆる困りごとに、自分ひとりでは対応が難しいと思いましたが、それぞれ知
識や技術、経験をもった仲間で集まって知恵を出し合
えば役に立てると考えました。活動を始めてからは
「この前はありがとね」と声をかけられるなどしてうれ
しい気持ちになりますし、自身の健康にもつながって

います。そんな私も今後、誰かにお手伝いしてもらいたいと思うとき
が来るでしょう。皆さんが「助け上手　助けられ上手」になれるように、
今のうちから地域のつながりを保っていきたいですね。 庭木のせん定作業

　「お助け隊」の活動のように、「自分が地域でできることをして、困っている人を支えたい」と思った人は、
近くの「福祉の相談窓口（上郷、猿投、高岡、高橋、松平の支所）」か、福祉総合相談課に相談してください。
ともに「幸せを感じられる社会」をつくっていきましよう。

　現在、本市は、超高齢社会への適応を踏まえ、全ての人が生きがいをもってつながり合うことで幸せを感じ
られる社会を推進しています。その中で、様々な地域で、生きがいをもって地域課題の解決のために活動して
いる人々がいます。ここでは、「お助け」活動を通して、地域のつながりをつくっている人の思いを紹介します。

※７月１日時点

会計

河合　三男さん
かわい　　みつお
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